   コソボの変遷 ～被害者たちの行方～

                                                  991062A中村郁夫

私はコソボ情勢について、ここ数ヶ月の間たくさんの資料に目を通してきた。その中で、あまり知識関心の無い人たちにもコソボ情勢について少しでも理解を深めて欲しいという思いで、“asahi.com”の“特集コソボ情勢”から資料を頂いて、四月からの紛争による被害者たちの行方ついてまとめてみる事にした。

■一般家庭で７万人世話  ４月２０日　朝刊
アルバニアの首都ティラナの主婦テフタ・ハジザイさん（４２）は逃げてきたナニア・ドゥラさん（２９）一家５人の世話をしている。ニュースを
テレビで見た次男（九つ）に「ぜひ、助けてあげて」とせがまれ、翌日、難民収
容所からドゥラさんらを引き受けた。 

　アルバニアに入ったコソボ難民のうち、約７万人が一般家庭に引き取られてい
る。「同じアルバニア人だから助けるのは当然」と口をそろえる。民族的な同一
性が人々を救援に駆り立てているのは間違いない。 

　地元紙などによると受け入れ家庭の８割が平均以下の収入層。「貧困層の方が
同情心が深い」と言われるが、「政府の援助を期待して受け入れる家庭も多い」
ともみられており、政府の対応次第では不満が広がる恐れも指摘されている。

■バス真っ二つ、子供の遺体散乱　ユーゴのＴＶが現場放映  ５月３日　朝刊
  橋の周辺に死体が散乱する。黒こげになった子供の遺体。もげた腕も子供のものだ。ユーゴスラビアのセルビア国営テレビは１日夜、バスが直撃されたコソボ自治州北部ルザネの現場のすさまじさを伝えた。同テレビによると、バスは、真っ二つに割れ、一部は橋の上に、残りは橋げたの下に落下していた。橋の上の車体は、爆撃後１時間以上がたっても、煙を上げたまま。座席には１５人以上の乗客たちの遺体が残されていたという。 

■病院誤爆……出産、わずか１０分前  ５月２１日　朝刊
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■「旅」続くマケドニアのコソボ難民　住まい求めトルコへ  ５月２７日　朝刊
 「今すぐコソボに帰りたい。この飛行機のみんながそう思っている」。最前列に座っていたマリチさん（４７）がつぶやいた。１７日、スコピエの空港を飛び立った飛行機は、赤ちゃん５人を含む１０１人でほぼ満席だった。
　３月末、妻と５人の子どもを抱えマケドニアに逃れた。国境で知り合ったアルバニア人の好意で、スコピエから西へ約４５キロ離れたテトボの民家の一室に居候させてもらっていた。「なるべく遠くに行きたくない。だから、トルコのキャンプを選んだ。弟の家族もいるしね」と語る。
  離陸して１時間足らず。オスマントルコの都、イスタンブール（旧コンスタンチノープル）から北に１００キロ離れたチョルル空港に着いた。マリチさんは表情がほころび、抱いていた３男（７つ）と一緒に小さく拍手した。
　マリチさん一家は空港からバスで約１時間半のブルガリア国境に近いキルクラレリ・キャンプに入った。このキャンプは、８９年の共産党政権末期にブルガリアから流入したトルコ系難民のために設けられた。
 「あなたたちは難民ではない。近しい親族です」マリチさんの双子の弟アデムさん（４７）は、トルコのデミレル大統領がキャンプを訪れた際の言葉が忘れられない。「第二のふるさとで生き抜くんだ。ＮＡＴＯ軍がコソボを抑えたら、靴もはかずに飛んで帰るけどね」。アデムさんは、木陰に設けられたテントにマットレスを運び込んだ。

■和平案受諾、ユーゴ国民は  ６月５日　朝刊
　４日のベオグラードは快晴。３日夜から首都周辺では空爆がぴたりとやんだ。歩行者天国となっている目抜き通りのクネズミハイロバは買い物やカフェで会話を楽しむ人でにぎわった。 

 「終結！　終結！」。新聞の売り子が叫ぶ。 

　政府系紙ポリティカの１面の見出しは「ユーゴ、和平文書を受諾」。わきに「領土は保全」と決定の正当性をうたったが、和平案の全文は掲載せず、
  論説もない。国民にどう説明すればいいのか当局が苦慮していることをうかがわせた。多くの人々は戦争終結の兆しに期待を寄せながら、「本当に空爆が終わるのか」と自問している。 

　批判の矛先は容易にミロシェビッチ政権に向かいかねない。無職の男性（２５）は「もっと前に和平に応じていれば今より優位な立場だった。ミロシェビッチ（大統領）も、（処刑されたルーマニアの元指導者）チャウシェスクみたいになればいいんだ」と言い捨てた。 

４日午前９時（日本時間午後４時）すぎ、ベオグラードで空襲警報のサイレンが鳴った。人々は空爆がまだ終わっていないことを改めて知らされた。

■コソボ難民、なお不安　殺害・放火…戻れない  ６月１０日　夕刊
 「セルビア人がいるところには帰りたくない」。コソボの州都プリシュティナからマケドニアに逃げてきた元大学教授ムイェ・ベリシャさん（５６）は言いきった。「すべてのセルビア人が悪くはないのはわかっている。だが、家を焼かれ、家族が殺され恐怖を体験した後では、たとえ非武装の民間人でも一緒には暮らせない」という。地雷除去や国境管理などで一部のユーゴ部隊が将来、コソボに戻ることに、難民たちは一様に強い拒絶反応を示す。

■国内難民、地雷におびえつつ荒廃の我が家へ  ６月１７日　朝刊
  我が家は荒れ果て、危険と隣り合わせの場所に変わり果てていた。州都プリシュティナの南約３０キロにあるバブシェ。幹線道路に近いが村への道は無舗装だ。 

　フェタ・ヤシャクリさん（４０）と弟のシュシュリさん（２６）一家１０人は１５日、３月下旬以来２カ月半ぶりに自宅に戻った。自宅は数日前までセルビア兵が使っていたようだ。１階の部屋にまくらが三つ並んでいた。 

　２階に上がったシュシュリさんの妻ハジェレエさん（２２）が泣き出した。床に汚物。自分のドレスがペーパーがわりに使われていた。 

　約１３００人いる村人のうち、女性と子どもが村を出たのは３月２７日。前日、セルビア人から砲撃を受け、村人２人が死亡したためだ。ユーゴ軍が現れたのは４月５日。午後１時過ぎ、４０台の車両が村の家屋を取り囲み、約２０分、壁に乱射し続けた。 

 「何も言わなかったが、出ていかなければ次は殺す、という警告だった」男たちは５キロ北の女性らが避難した村に合流した。

「村人らはまだ国境の山間部に隠れているようだ」避難中、フェタさんは５回、自宅の裏庭に隠した食料を取りに戻った。そのたびにセルビア警官にわいろを渡し、身の安全を保証してもらったという。 

 「この村にコソボ解放軍が１人でもいれば、全部焼き払われていただろう」 

　別の民家の人が来て「仕掛け爆弾かもしれない。見てくれないか」という。 

その家を外からのぞくと、天井から見慣れない電線が下がっていた。幹線道路に近い村だが、地雷や不発弾の調査はまだだ。 

　「地雷の処理が済んでいない今、彼らが戻れば、新たな悲劇が起きる」。国連の難民担当者はそう警告する。

ここに示した彼らの嘆きを介して、少しでも理解してもらうことが出来ただろうか、また少しでも理解することが出来ただろうか。しかし彼らは、この広い世界の一角でしかなく、嘆いても、誰の耳にも届かない人々が、どこかにいるのだと思うと、自分は今、何をすれば良いのだろうと途方に暮れてしまう。 

                       ６／２９   
  血染めのシーツが、爆風でねじれたベッドの骨組みの上にかかっていた。がれきの間にはカルテも見える。２０日未明、ＮＡＴＯのレーザー誘導弾攻撃を受け、死傷者が出たベオグラード市南部のミソビッチ記念病院では、医師や看護婦らが、ショック状態のまま、「人間として信じ難い行為だ」と立ちつくしていた。「誤爆」というＮＡＴＯ側の説明は、そこでは何の意味も持っていなかった。 


　産婦人科病棟のすぐ前に大きな穴があき、建物は、前半分が全壊。産室での直前の出産は、攻撃のわずか１０分前だったという。院長は、「壊れた建物の２階に看護婦が取り残され、パニックを起こしていた。生まれて１０分間しかたっていない乳児や、集中治療室の患者を避難させなければならず、必死だった。がれきの中に遺体をみた時は、信じられない思いだった」と語った。





脅えながらスープを飲む少女たち（４月２０日）








